
 

平成２０年度 田辺市地域コーディネーター養成講座 

 
 
 

『地域づくりは人づくりから』 

 
上秋津地区【秋津野花まつり】  

 
 
 
 

田辺市教育委員会 



- 1 - 
 

平成 20年度「田辺市地域コーディネーター養成講座」開催要項 

 

 

 

○目的 各地域において、公民館と連携して地域づくりを推進する人材の育成を目指し、

地域づくりに関する課題解決能力、政策立案能力を高める連続講座を開設します。 
 

 

○内容 

１．受講者 

平成 20年４月１日現在、田辺市に住所を有している成人（満 20歳以上）で、

全講座（６回）受講可能な者 50名。 

 

①地域参加者（公民館推薦）・・・40名 

・市内の公民館（20館）より各２名の計 40名。 

・人選については、地域の生涯学習活動や、地域づくり活動に関心が高い方で、

館長が推薦する者。 

・推薦期間：平成 20年６月１日～平成 20年６月 30日 

 

②市民参加者（自主参加）・・・10名程度 

・市内在住者を対象として、生涯学習活動やＮＰＯ活動など、地域づくり活動

に関心が高い方や興味のある方。 

・応募にあたっては動機や理由の他、受講後どのように活動していきたいかを

400字程度にまとめ、応募用紙に記入し提出する。 

・選考委員会で受講者を決定する。 

・募集期間：平成 20年７月１日～７月 31日 

 

 

２．講座プログラム 

①回数 平成 20年８月から平成 21年２月まで６回を予定。（毎月１回） 

 

②講座内容 

・地域づくりに関する講義のほか、市内各地域での地域づくり活動を実践され

ている方による事例発表など。 

・講義の後、ワークショップ型式のグループ討議を行う。 

 

③講師 

・和歌山県や田辺市等自治体の職員をはじめ、大学等高等教育機関の教授や各地域

での地域づくり活動実践者等を講師とする。 
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  ④日程等 毎月第３日曜日を基本とし 13時 30分～16時を予定。（150分） 

 

  ⑤時間配分（基本型） 

（前半）講義 45分・質疑応答 10分・休憩 10分 

（後半）ワークショップ 60分・発表 15分・まとめ 10分 

 

⑥その他 本講座は平成 20年度を１期とし、毎年新たな受講者を募り、３期３ヵ 

年を継続予定。（平成 20年～22年） 

 

 

３．受講後の位置付け 

①地域参加者 

講座修了後、各公民館の運営協力員等に加わり、地域コーディネーターとして

地域に根ざした公民館活動の運営に協力をいただく。 

 

②市民参加者 

地域の公民館と連携を密にしながら、田辺市の生涯学習活動に対して指導・助

言を行っていただく。 

 

 

４．その他 

・公民館主事については研修と位置付け、各回受講する。 

・社会教育委員・公民館長については、自主参加を呼びかける。 
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田辺市地域コーディネーター養成講座の運営について  
 
１．講座 

・前半は事例発表等を聴講し、後半はその日のテーマに基づきグループ討議を行う。  
 その後、各グループからまとめの発表を行う。  
・講座最終日（平成 21 年２月８日）に、各班より田辺市のまちづくりに対する提言を
発表する。  

 
２．テーマ 

・共通テーマ 『地域づくりは人づくりから』  
・グループ別テーマ  

①地域資源：自然・歴史・文化・環境など  
   ②地域交流：子育て・女性・高齢者・健康・福祉など  
   ③地域発信：観光・産業・地域の魅力づくりなど  
 
３．グループ編成 

 ・第１回講座日に、グループ別テーマの希望調査を行い、事務局がグループ編成を行う。

２回目以降は、その班で班学習を行う。  
・①～③のテーマについて各２グループで６グループ×８人程度（≒５０人）  

 
４．グループ学習 

 ・毎講座、グループ別テーマに沿った視点で聴講し、グループ内で意見を出し合う。  
 ・毎講座、グループ毎に発表を行うとともに、記録票（「学習の風景」）を提出する。  
 ・講座最終日までに、田辺市のまちづくりに対する提言について、各グループで、これ

までの学習の成果をまとめる。  
 ・講座以外に、自分たちで自主学習も可能。  
 ・毎講座終了後、各人はアンケート票を提出する。  
 
５．グループの役割分担 

 ２回目の講義日に、グループ名と役割を決める。  
 ・チーフ：班をまとめる。グループ討議司会。  
 ・サブチーフ：チーフの補佐及びチーフ代理。  
 ・発表者：グループ討議終了後発表を行う。チーフ以外の者で毎回交替する。  
 ・記録者：毎回、グループ討議の内容を記録票（「学習の風景」）に記入し、事務局に提

出する。チーフ以外の者で毎回交替する。  
  ※全てのグループの記録票（「学習の風景」）は、次回講義日までに、事務局より受講

者全員に配布する。  
 
６．その他 

 ・講座の様子について、ホームページに掲載する。また、各グループの提言について、

詳細をホームページに掲載するとともに、記録としてまとめる。  
 ・各講座とも公開とする。   
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№ 日　程 テーマ 内　容 場　所 講　師

第1回

平成20年
8月17日
（日）

13:30～
16:00

まちづくりの主役はあな
たたちです
～生涯学習によるまちづ
くりとは～

・まちづくりは人づくり、人
づくりは学びあいづくりから
・地域を創る「まちづくり」
とは何か

田辺市民総
合センター
２階交流ﾎｰﾙ

和歌山大学
　堀内秀雄教授

第2回

9月28日
(日）

13:30～
16:00

わがまち田辺の底力
～市長が語る『地域力』
とまちづくり～

・田辺市のまちづくり施策に
ついて
・『地域力』とは
・地域づくりに期待する市民
の力

田辺市民総
合センター
２階交流ﾎｰﾙ

田辺市長
　真砂充敏

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ
和歌山大学
　堀内秀雄教授

第3回

10月19日
（日）

13:30～
16:00

子ども育ちと地域育ち
～「共育コミュニティ」
とまちづくり～

・和歌山県の人材育成戦略
・地域の力が子どもを育てる

田辺市民総
合センター
２階交流ﾎｰﾙ

和歌山県教育委員会
　山口裕市教育長

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ
和歌山大学
　堀内秀雄教授

第4回

12月21日
（日）

13:30～
16:00

今こそ地域の力を①
（田辺編）
秋津野ガルテンができる
まで
～グリーンツーリズムと
まちづくり～

・秋津野ガルテンを中心に、
秋津野塾、産直販売所「きて
ら」など上秋津での地域づく
り活動の事例発表

秋津野ガル
デン
上秋津農村
環境改善ｾﾝ
ﾀｰ

農業法人株式会社
　秋津野ガルテン

助言者・ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ
　京都大学大学院
　　神吉紀世子准教授

第5回

平成21年
1月18日
（日）

13:30～
16:00

今こそ地域の力を②
（本宮編）
癒しと蘇りをあなたに
～本宮地域活性化活動～

・地域資源を活用した熊野滞
在のメニューを提供し、心の
交流を図り、地域活性化運動
を実践するNPO法人熊野本宮
の活動を事例発表

本宮行政局
他　現地

NPO法人熊野本宮
　
助言者・ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ
　和歌山大学紀南ｻﾃﾗｲﾄ
　地域連携ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
　　西川一弘

第6回

2月8日
（日）

13:30～
16:30

まちづくりの主役は私た
ち
～地域コーディネーター
養成講座研究発表会及び
シンポジウム～

・受講生グループ別に、田辺
市のまちづくりに対する提言
・発表者と講師を含めたシン
ポジウム

田辺地域職
業訓練セン
ター
３階大教室

ﾊﾟﾈﾘｽﾄ
和歌山県教育委員会
　山口裕市教育長
田辺市長
　真砂充敏
紀伊民報
　石井晃編集局長
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
　和歌山大学
　　堀内秀雄教授

○講座プログラム
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平成２０年度受講生名簿 

公民館推薦 氏名１ 氏名２ 氏名３ 人数 

中部 増井 貞美 宮下 勇   2 名 

西部 廣岡 勝 前嶋 幸司   2 名 

稲成 梅田 昌宏 山田 能久   2 名 

芳養 山本 とし子     1 名 

上芳養         

中芳養 田畑 清     1 名 

万呂 竹中 正昭 田中 豊美   2 名 

三栖 宇井 正     1 名 

長野 高橋 英明 山本 雅祥   2 名 

上秋津 橘 陽子 野村 悠一郎   2 名 

秋津 中田 康彦 山本 美恵   2 名 

秋津川 赤松 正和 坂本 増巳   2 名 

ひがし 草羽 信也     1 名 

東部 栗栖 崇 白井 慶 山根 一人 3 名 

南部 玉井 巍     1 名 

新庄 大坪 真典 中井 清司   2 名 

龍神拠点 水田 麻希子 山本 真嗣   2 名 

中辺路拠点 愛洲 隆一郎     1 名 

大塔拠点 黒木 勉司 寺本 健一   2 名 

本宮拠点 西村 佳子 羽根 千恵子   2 名 

        33 名 

自主参加 氏名１ 氏名２ 氏名３ 人数 

（公民館区） 

近藤 信子 脇村 英一 山野内 博 

12 名 

（稲成） （稲成） （中辺路拠点） 

石谷 智津 前北 敏三 太田 秀和 

（大塔拠点） （稲成） （大塔拠点） 

松下 泰子 小野 有信 五味 亨 

（稲成） （万呂） （龍神拠点） 

山本 純司 松下 直樹 山下 善久 

（南部） （南部） （中芳養） 

   
合計 45 名 

 


